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１．本年度の調査内容(案) 

 

                  
 
 

調 査 項 目 調 査 位 置 調 査 内 容 主な変更内容・理由等 

① 埋立廃棄物調査   
 埋立物の基礎データの採取、また、埋立物と浸出水・ガスと

の相関について把握できたため実施せず 

② 浸出水原水調査 

・埋立地内 7 箇所；● 

（池の辺 4 箇所：IB No.1～IB No.4） 

（峠谷 3 箇所 ：TB No.1～TB No.3） 

水質分析 

※ 各箇所にて試料を採取し、計 20 項目について分析 
（pH、BOD、COD、SS、T-N、T-P、TOC、Cl、EC、ORP、 

Cr6+、T-Hg、Cd、Pb、As、Cu、Zn、水温、外観、透視度） 

 採水箇所の増加を目的に、多雨期に継続調査を実施 

 特に問題が見られなかった水質分析項目は削減 

埋
立
地
内
で
の
調
査 ③ 埋立ガス性状調査 

・埋立地内 7 箇所；● 

（池の辺 4 箇所：IB No.1～IB No.4） 

（峠谷 3 箇所 ：TB No.1～TB No.3） 

ガス分析 

※ 各箇所にて試料を採取し、計 10 項目について分析 
（CH4、N2、O2、CO2、H2S、Hg、温度、C6H6、CH2Cl2） 

 季節変動を把握するため、夏季に調査を実施 

・埋立地外 6 箇所； 

（既設 6 箇所：MB No.1～MB No.6） 

水質分析 

※ 6 箇所にて試料を採取し、計 14 項目について分析 
（pH、BOD、COD、SS、Cl、EC、CN、Cr6+、T-Hg、Cd、Pb、

As、R-Hg、DXNs）（鉛は 2 検体(ろ過の有無)を分析） 

※ 3 箇所にて連続測定（水位、水素ｲｵﾝ濃度、電気伝導率）

 特に問題が見られなかった水質分析項目は削減 

 浮遊物質分への吸着の疑いがある鉛は、異なる方法にて分析

 地下水位の変動、水質の変動を把握するため連続測定を実施

① 地下水調査 

・埋立地外 7 箇所； 

（新設 7 箇所：MB No.7～MB No.13） 

地質調査（現場透水試験、粒度試験、調査孔の設置、等） 

※ 新設 6 箇所での総掘削延長は 150 m 

水質分析 

※ 7 箇所にて試料を採取し、計 14 項目について分析 

 MB No.1 及び No.4 の周辺、下流側等にモニタリング箇所

を追加し、地質・地下水の流れ・水質等を調査することで、

周辺環境への影響調査を充実 

② 河川水質調査 
・埋立地外 1 箇所；■ 

（放流路） 

水質分析 

※ 定点における 5 ヶ月間程度の連続測定（8 月～12 月）

（水素ｲｵﾝ濃度、電気伝導率、流量） 

 多雨期における変動を把握するため実施 

③ 底質・水質調査 

・埋立地外 6～8 検体；▲ 

（底質：雨水調整池底泥 1 検体(3 箇所等量混合)） 

（水質：雨水調整池水 2 検体(3 箇所等量混合×2 深度) 

（水質：雨水調整池周辺の表流水等 3～5 検体程度） 

底質分析 

※ ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類、重金属類(Pb、Cd、As、T-Hg)のみ分析 

水質分析 

※ 各箇所にて試料を採取し、計 7 項目について分析 

（pH、BOD、T-N、Cl、Cr6+、Pb、EC）  

 特に問題が見られなかった分析項目は削減 

 池水の安全をより確認するため、深度方向に箇所数を増加 

 池水への影響を評価するため、周辺表流水等の調査を追加 

埋
立
地
外
で
の
調
査 

④ 臭気調査   
 昨年度調査にて特に問題がないことを把握できたため実施

せず 

① 試掘調査   
 昨年度調査にて覆土の施工状況の把握、埋立物の目視調査と

いった当初の目的を達成しているため実施せず 

② 地中温度調査 

・埋立地内外 21 箇所 

（下流側ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ井戸、MB No.1～MB No.13、 

IB No.1～IB No.4、TB No.1～TB No.3） 

地中温度測定 

※ 各調査孔を用い、１ｍ深度毎に温度を測定 

 新規掘削孔・採水箇所を含め、季節変動の把握も目的に、継

続的に調査を実施 

③ イオンバランス調査 

・埋立地内外 28～30 箇所 

（上流側・下流側ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ井戸、雨水調整池水、表流水 3

～5 箇所、放流路、MB No.1～MB No.13、IB No.1

～IB No.4、TB No.1～TB No.3） 

水質分析 

※ 陸水の主要イオン 7 項目を分析し、成分比率を比較 

 新規掘削孔・採水箇所を含め、周辺環境への影響の有無につ

いて、継続的に調査を実施 

そ
の
他
調
査 

④ MB No.１掘削物調査    昨年度調査にて調査完了 

注：赤字：平成 18 年度調査に比べて、調査箇所・項目等を増加させたもの、青字：平成 18 年度に比べて、調査箇所・項目等を減少させたもの 

注：●   ● ■ ▲ は、次ページにおける各調査の実施箇所を示す

追加調査として実施する内容（9 月上旬からボーリング・採水等は 10 月上旬～中旬を予定） 

(１) 調査内容一覧表 
※ 機器の準備期間が必要なため 9 月上旬に現地作業を実施予定、また、雨水調整池周辺の表流水の採水は雨天時に別途実施予定 

夏季調査として先行着手する内容（8 月 14 日～15 日に現地作業を実施予定）調査時期： 
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(2) 調査位置図(全調査) 
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（縮尺 1：2000） 

注１：底質・池水の水質は▲３箇所の等量混合試料を用いる 

また、表流水の水質調査箇所は 3～5 箇所程度を想定しており、今後、 

降雨時における現場踏査等により調査箇所数・位置を選定する予定 
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(3) 地下水調査の位置図 
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（縮尺 1：2000） 

・谷の合流点下流 

・谷の深部(昔の沢の近辺) 

（対象：Ds1 層【＋伏流水】） 

・No.1 の上流側へ

の影響を確認 

・谷の中央部 

（対象：Ds1 層） 

・左岸側谷の合流前地点 

・谷の深部(昔の遊水池の近辺)

（対象：Ds1 層【＋伏流水】）

・No.4 の上流側への

影響を確認 

（対象：Ds1） 

・しゃ水工範囲外(過去の埋立物とその影

響の確認) 

・谷の深部(昔の沢付近) 

（対象：Ds1） 

・下流側で No.2 と No.3 の間 

・湧水箇所に移動 

（対象：Ds1 層） 

・右岸側谷の合流前地点 

・谷の深部(昔の沢の近辺) 

・鋼矢板により Ds1 層下の 

Dc 層まで施工済み 

（対象：Ds1 層） 

～ 箇所選定のポイント ～ 
 
① 過年度の調査結果から地下水の流向は北東と考えられる。また、一般的に谷筋に水が集まり下流側に流れる傾向があることから、

旧地形の谷筋（特に沢付近）を調査箇所として選定（池の辺、峠谷に谷筋があり、雨水調整池あたりで合流）。 

② 水質の調査対象層は前回同様に Ds1 層（廃棄物→しゃ水工・沖積層→上部の砂質土層）を基本とする。ただし、下流部の No.8、

No.9 は、Ds1 層より浅い深度に伏流水の存在する層が確認できればこれも対象とすることを検討する。 

③ No.8 に対応して、峠谷最下流部に No.13 を追加する。ここには、Ds1 層より下の Dc 層(水を通し難い)まで鋼矢板によるしゃ水

工が存在（鋼矢板上流側の地下水はポンプアップし排水浄化センターにて処理）するため、しゃ水性の確認にも繋がる 

④ No.7 は No.1 の影響、No.12 は No.4 の影響がそれぞれ上流側に来たしていないか（流向・水質）を確認する。 

⑤ No.11 は、しゃ水シート設置以前の埋立物の内容やその影響を確認する。（優先度を考慮し、前回位置から移動） 

※ 伏流水とは、 
 
・河川の周囲の堆積層中を流れている水。 

・盛土および埋土と、旧地形面との境界付近を流れている水。 

18m
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● 新設地下水観測孔 

● 
MBNo7 

● 
MBNo8 

● 

● 

●

● 

●

MBNo9 

MBNo13 

MBNo11

MBNo12 

池の辺埋立区 雨水調整池 
排水浄化 
センター 

峠谷埋立区 雨水調整池 

池の辺埋立区 
峠谷埋立区 

排水浄化 
センター 

A A’ 

B’B 

C C’ 

MBNo12 

・Ds1 層にｽﾄﾚｰﾅｰを設置 

・掘削深度を浅くすることも検討 

MBNo11

Ds1 層に 

ｽﾄﾚｰﾅｰを設置 

MBNo13 

Ds1 層にｽﾄﾚｰﾅｰを設置 

MBNo9 

①Ds1 層にｽﾄﾚｰﾅｰを設置 

②伏流水が認められれば別孔の掘削を検討

MBNo9 

①Ds1 層にｽﾄﾚｰﾅｰを設置 

②伏流水が認められれば別孔の掘削を検討

MBNo8 

しゃ水構造 

4 
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平成 19 年 平成 20 年 

8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

  

項目           日付 

 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

(1)現地調査 

 

                        

①浸出水原水調査 

(水質分析) 

 ｻ ﾝ ﾌ ﾟ

ﾘﾝｸﾞ 

分析                      

②埋立ガス性状調査 

(ガス分析) 

 ｻ ﾝ ﾌ ﾟ

ﾘﾝｸﾞ 

分析                      

③地下水調査 

 

                        

1)既設 6 箇所 

(水質分析) 

 ｻ ﾝ ﾌ ﾟ

ﾘﾝｸﾞ 

分析                      

2)既設 3 箇所 

(水質計測) 

   機器 

設置 

測定                    

 

3)新設 7 箇所 

(地質調査+水質分析) 

   地質 

調査 

   ｻ ﾝ ﾌ ﾟ

ﾘﾝｸﾞ 

分析                

④河川水質調査[放流路] 

(水質計測) 

 機器 

設置 

測定                      

⑤底質・水質調査 

[雨水調整池] 

                        

1)底泥 

(底質分析) 

 ｻ ﾝ ﾌ ﾟ

ﾘﾝｸﾞ 

分析                      

2)池水 

(水質分析) 

 ｻ ﾝ ﾌ ﾟ

ﾘﾝｸﾞ 

分析                      

 

3)周辺表流水 

(水質分析) 

   ｻ ﾝ ﾌ ﾟ

ﾘﾝｸﾞ 

分析                    

⑥地中温度調査 

(温度測定) 

       測定                 

 

⑦イオンバランス調査 

(水質分析) 

       ｻ ﾝ ﾌ ﾟ

ﾘﾝｸﾞ 

分析                

(2)作業部会 

 
□1       □2    □3           □4      

(3)検討委員会 

 ◇2            ◇3          ◇4   

注：作業部会と検討委員会の数字は開催回数を示す 

(4) 調査スケジュール 

※ これまでに得られる先行調 
査分の結果について討議 

※ 第 2 回作業部会の討議結果 
を受けた評価結果を報告 

※ 第 3 回作業部会の結果 
を踏まえ報告 

※ 追加調査分の結果を受けて、本年度 
現地調査の解析結果を報告 

 
※ 次年度の検討内容、スケジュール、 
  について討議 

※ 第 4 回作業部会の結果 
を踏まえ報告 


